
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ１ 2008年 １月１０日 １月号 

発行：岩手県県民の森 

森林ふれあい学習館フォレストｉ 

（岩手NPOセンター・小岩井農牧共同体） 

 「いわて樹木百景（八重樫良暉 著）」の挿絵となった大和敬子さんの植物画。県民の森に成育する植物を

鉛筆で描いたＡ４版の作品です。皆様にお見せしたいとの願いを受け入れて下さいました。 

 ご了承を得た上で、俳句歳時記から植物に因んだ句を添えます。 

石
井 

露
月 

サイカチ（芽と実） 

サイカチ（マメ科） 

（皀莢）落葉高木 

 山野や川原に自生し、古く

は石鹸の代用だったので栽

培もされていました。 

高さ１０ｍ以上にもなり、枝

には棘があります。 

夏、小さな花が咲き、花

のあと３０ｃｍ位の捩じれ

た豆莢を付けます。冬乾燥し

た豆莢の中には平たい黒褐

色の種があり、莢と共に薬用

にも用いられていました。 

夕
風
や
皀
莢
の
実
を
吹
き
鳴
ら
す 




